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　お茶は､ 約820年前に栄
えいさい

西禅師が中国の宋から種子を持ち帰った
のが起源で､京都から静岡､埼玉などに広まったと言われています｡
　皆さんに親しまれている ｢狭山茶｣ が､ 原子力発電所の事故の影
響で生茶への被害や風評被害を受け､ 狭山茶ブランドが大きく傷
つけられました｡市議会では､ 今後も狭山茶を通した地域の活性化
や､お茶の産地のイメージアップのために支援 ･協力していきます｡

表紙の写真「お茶香るまち　さやま」のイメージアップに!!委 員 長

副委員長
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６月５日(火)　開会､議案説明

　　７日(木)　議案質疑

　　８日(金)～12日(火)　一般質問

　　13日(水)～14日(木)　常任委員会

　　22日(金)　閉　　会

土・日曜日を除く。日程は変更になる場合があります。
議会事務局へ　☎ 2953 － 1111　内線 3311 ～ 3313  

■信 頼 さ れ る 議 会 へ
議 員 研 修 会 を 開 催

　皆さんは「市議会」についてどのようなイメージ
をお持ちでしょうか？全国的に、議会への不満とし
ては「何をやっているか分からない」というのが一
番多いそうです。
　私たち狭山市議会では、
３月26日に全国市議会議
長会から本橋謙治法制参
事を講師に招き、全議員
で「議会改革の現状と課
題」をテーマに研修会を
行いました。講師からは「これまでは議員定数や報
酬といった『量』の議論が多かったが、これからは
『質』の改革が求められる」とのお話があり、私たち
も、議会の役割をどのように皆さんに理解してもら
うか、知恵の絞りどころだと、気持ちを新たにした
ところです。
　全体研修の後は、議会活性化特別委員会のメンバ
ーで講師と懇談の時間を持ち、会派のあり方や報酬
の考え方など、率直な疑問に応えていただきました。
引き続き、市民に開かれた信頼される議会づくりに
向けて、「チーム議会」として取り組んでいきます。

■市民の皆さんに分かりやすい情報発信を! !
　市議会と広報委員会の取り組み

　今、市議会では、市民の皆さんに議会の仕組みや
議員の活動を広く知っていただくために、議会だよ
り、ホームページの充実などの検討・研究に取り組
んでいます。検討内容の広がりに合わせ委員会の名
称も、これまでの「議会だより編集委員会」から「広
報委員会」に変更しました。
　早速、今回お届けする議会だよりから、より分か
りやすく、また「議案の議決結果」、「議案に対する討
論」など、新しい内容も掲載し、皆さんにお知らせす
ることとなりました。今後も、議会だよりの充実は
もちろんのこと、市議会が
一丸となり、さらに分かり
やすい情報の発信に努めて
まいります。ぜひ、ご意見や
ご感想をお寄せください。

　２月25日､友好交流都市新潟県津南町で｢第36回
津南雪まつり｣が開催され､市議会を代表して町田
副議長が参加しました｡冬の津南は､道路沿いが３
ｍ近い雪の壁で覆われ夏とは別の場所のようです｡
ニュー･グリーンピア津南の特設会場では､全国か
ら集まったスノーボーダーが華麗なジャンプで会
場を沸かせ､いくつもの大きなかまくらは10人もの
人が入ってストーブをたいても､とけてしまうこと
はありません｡

 ■津南の「ゆきぐに体験」で深まる交流

　狭山市からは､｢ゆきぐに
体験｣に15人の小学生が参
加し､幻想的な｢鳥追い行事｣
を体験しました｡来年は皆
さんも冬の津南を訪ねてみ
てはいかがでしょうか｡

６６月定例会の予定月定例会の予定
市 議 会 の 活 動

鳥追い行事を体験


